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ディーゼルエンジンから排出されるすす粒⼦数予測に関する研究

○岩井宏樹※，Stefanus Julius Junaedi※，加藤彰

世界的にディーゼル⾞の排出ガス規制が⼀層強化され，特にヨーロッパで2014年9⽉から施⾏されたEURO Ⅵでは粒⼦状物質，
すなわちPM (Particulate Matter) を0.01g/kWh以下に低減することに加えて，PMの粒⼦数であるPN(Particle Number)を6×
1011個/kWh以下(粒径23nm以上のすす粒⼦)に抑える必要があり，更に粒径の規制を23nm以上から10nm以上へ引き下げる
ことも検討されている．⽇本においても規制は厳しくなる傾向にあり， ヨーロッパ同様PN規制導⼊が検討されている．
本研究ではディーゼル燃焼により⽣成されるすす粒⼦数の計算予測精度を確認し，低減⼿法を提⽰することを⽬的とする．な
お，実機試験にSMPS（Scanning Mobility Particle Sizer）を⽤いてPN計測を⾏うと共に，3次元CFD（Computational Fluid
Dynamics）として計算と実験を⾏い精度検証した事例が多くないPSM（Particulate Size Mimic）モデルを⽤いてPN計算を
⾏った．
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